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•これからの地域医療
•遠隔集中治療のインパクト
•和歌山県での遠隔医療構想

本日の予定
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2010年 東海大学 救命救急医学 講師
2011年 東海大学創造科学研究機構 講師
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2023年 和歌山県立医科大学 救急集中治療医学講座



Aging in Japan

30% 

35 million

over 65 years-old in 2030
第42回 日本集中治療医学会 2015年 スライド



Losing in Japan

40% 

48 million

under 65 years-old is losing in 2050



総人口
2020年の日本の総人口は1億

2,615万人。予測では2050年までに

1億人に減少する見込みです。この減

少は20%以上です。  
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生産年齢人口
2000年に8,622万人だった生産年

齢人口が2050年には5,389万人に

減少すると予測されます。医療従事者

も不足します。  
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日本の人口減少  

2050年:日本 

20%減少 40%減少



2050年以降は、高齢化率は横ばい。生産人口が激減



生産人口の減少はすでに始まっている



01 総人口

2020年の和歌山県の人口約92.3

万人が、2050年までに約63.2万人

に減少する見込みです。これは約3割

の減少を意味します。

0302 生産年齢人口

生産年齢人口（15～64歳）は、

2020年から2050年にかけて大幅に

減少します。これにより地域の労働力

と医療現場の支えが薄れます。

和歌山県の人口減少と生産年齢人口

32%減少 20%減少

2050年:和歌山県 

0303 高齢者人口

65歳以上の高齢者の総人口に占め

る割合は2025年の約35%から

2050年には約39%に上昇する。

4%増加





帝国書院HPより

和歌山県の80％が山間部 



和歌山県における南北格差 



人口 観光人口

紀南・橋本地域は人口が少ないものの、観光人口は多い→医療支援ニーズあり

高野山

白浜温泉



和歌山県立医大 高度救命救急センター

令和4年度 救命救急センター評価

6年連続 S評価!
（99点）

ベッド数 56床
ICU/CCU 10床
HCU 15床
専用一般病床 31床

5位

/360施設



重症外傷

236 人/年

Walk-in 件数

5491 件/年

救急搬送件数

5970 件/年



入院者数

40-60 人/日

ICU入院者数

834 人/年
5位

/360施設



和歌山県立医科大学とは、

県民の、県民による、県民のための大学病院



あるべき姿・目指すべきゴール

• 人を集め、育て、医療の質を高める

• 地域医療に貢献する

1

最高水準の救急医療の実現2

地域医療の中核としての役割

3 医療スタッフの成⾧支援

4 優秀な人材の採用と定着集める

育てる

質を高める

地域医療地域医療
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現状・課題

①公的病院が各医療圏に存在
救急医療など中核病院として機能

②山間へき地を多く抱えている
県内のへき地診療所は３２施設

③医療資源の地域偏在
医療機関の約５０％、
医師の約６０％が和歌山市に集中

令和６年４月１日現在

圏域名 総病床数

1 和歌山県立医科大学附属病院 800
2 日本赤十字社和歌山医療センター 700
3 労働者健康福祉機構和歌山労災病院 303
4 済生会和歌山病院 200
5 海南医療センター 150
6 国保野上厚生総合病院 199

那　賀 7 公立那賀病院 304
8 橋本市民病院 300
9 和歌山県立医科大学附属病院紀北分院 104

10 有田市立病院 157
11 済生会有田病院 184
12 ひだか病院 367
13 国立病院機構和歌山病院 260
14 紀南病院 356
15 国立病院機構南和歌山医療センター 316
16 国保すさみ病院 25
17 新宮市立医療センター 285
18 くしもと町立病院 110
19 那智勝浦町立温泉病院 120

新　宮

公的医療機関名

和歌山

橋　本

有　田

御　坊

田　辺

和歌山県の医師の偏在と地域医療



和歌山県内の救急集中治療の現状
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那智勝浦町立温泉病院

くしもと町立病院

すさみ町立病院

白浜はまゆう病院

南和歌山医療センター
ICU ２床、HCU ６床

紀南病院 ICU ８床

新宮医療圏区域
新宮市立医療センター搬送区域
救命救急センター
公的病院

新宮医療圏
６万人

橋本市民病院
HCU 6床

和歌山労災病院
ICU 6床

海南医療センター
HCU 8床

田辺医療圏
12万人

御坊医療圏
６万人

橋本医療圏
８万人

和歌山、那賀、
有田医療圏

60万人

和歌山県立医科大学
附属病院 ICU10床

日本赤十字社
和歌山医療センター

ICU12床、HCU12床

ひだか病院
HCU 8床

新宮市立医療センター
HCU ５床

車 ３時間
ヘリ 30分

車 ２時間
ヘリ 15分

新宮・橋本地域の
地理的disadvantage

雨天時・夜間は
ドクターヘリは運休

ドクターヘリの要請件数
増加（重症以外）
ダブルブッキングで

重症患者は搬送できない



救急専門医不在介護需要増加 
救急患者増加

医療スタッフ不足 
医師少数地区

新宮医療圏が抱える救急医療の課題

遠隔診療で地域医師の負担を 
軽減できるかもしれない



•これからの地域医療
•遠隔集中治療のインパクト
•和歌山県での遠隔医療構想

本日の予定



横浜市立大学
高木俊介先生より



横浜市立大学
高木俊介先生よりスライド提供



横浜市立大学
高木俊介先生よりスライド提供



今後も持続可能なのか??

2024年5月 遠隔集中治療の現場を視察（和歌山県庁職員とともに）

横浜市立大学
高木俊介先生よりスライド提供





「夜間コール数 200回/年」

出勤時に胸痛→「心筋梗塞」

遠隔集中治療
導入

「ほとんど夜呼ばれなくなった」 ICU部⾧
（50歳代）



横浜市立脳卒中医療センター



「夜間コール数 200回/年」

難聴→「メニエール病」

遠隔集中治療
導入

「ほとんど夜呼ばれなくなった」 ICU部⾧
（50歳代）

「いつもイライラしていた」

横浜市立脳卒中医療センター



横浜市立大学
高木俊介先生よりスライド提供



横浜市立大学高木俊介先生よりスライド提供



遠隔集中治療は
現場の医師を守る

遠隔集中治療は
これからの地域医療に必須のシステム

小括



•これからの地域医療
•遠隔集中治療のインパクト
•和歌山県での遠隔医療構想

本日の予定



これからの救急・集中治療医療体制にむけて

ドクターヘリ運休時間の救急医療を
どのように支援するか

遠隔集中治療
システム



遠隔集中治療システム

医大 県内病院（橋本市民病院）

遠隔集中治療:
医大と地域の中核病院のICUやHCUをネットワークで接続
医大の専門医が24時間体制でモニタリングを行い、被支援施設の診療を人的支援。

→医療資源の不足への対応や医療の質の標準化

県内病院（新宮医療センター）



どのような遠隔医療支援が望ましいか?

全支援型 計画支援型 オンデマンド型

あなたの支援ICUはどのタイプ??

全ベッドで
24時間モニタリング

加算対象

一部のベッドで
24時間モニタリング

持続モニタリングなし
朝夕のカンファあり

困ったときにコンサルト

遠隔集中治療の３つのスタイル



どのような遠隔医療支援が望ましいか?

全支援型 計画支援型 オンデマンド型

Step 1 ICUの規模・背景は?

大都市 中都市 小都市地域性

30万↑ 10~30万 10万↓医療圏人口

高い 中程度 低い重症度

多い 中程度 少ないICUベッド数



どのような遠隔医療支援が望ましいか?

全支援型 計画支援型 オンデマンド型

Step２ 支援するICUのニーズは?

◯ ☓ ☓持続モニタリング

◯ ◯ ◯カンファ・バーチャル回診

◯ ◯ ◎困ったときにコンサルト

◯ ◯（随時） ◯（随時）患者映像

◯ ◯ ◯電子カルテ共有（VPN経由）



どのような遠隔医療支援が望ましいか?

全支援型 計画支援型 オンデマンド型

Step3 あなたの支援する病院は?

◎
ICUの50％に

全支援型を導入

橋本市民病院
(300床、医療圏10万人）

◎新宮医療センター
(250床、医療圏6万人）

モバイルカート型カメラモニタを配備

地域性・現場のニーズをしっかり調査することが重要



和歌山遠隔集中治療プロジェクトの３つの課題

予算 地域の
理解と協力 マンパワー

◎ ◯~△ △~☓



県と協働で地域の救急医療支援
和歌山県

和歌山県立
医科大学

地域の２次病院

今回の診療報酬改定により、地域の
ニーズと県の方策がマッチ

 県と協働により地域救急支援を目的に
医療DXによる遠隔支援導入が決定

予算

和歌山県立医科大学
中島強先生よりスライド提供



予算

和歌山県議会 (2025年3月）



和歌山遠隔集中治療プロジェクトの３つの課題

予算 地域の
理解と協力

マンパワー

◎ ◯~△ △~☓



地域病院の
サイトビジット

新宮医療センター 4回
橋本市民病院 3回

現場に足を運び、ニーズをさぐり、課題を共有する



地域の
理解と協力

新宮遠隔医療
シンポジウム

(2025年2月）



地域の3病院の院⾧

和歌山県
技監





和歌山遠隔集中治療プロジェクトの３つの課題

予算 地域の
理解と協力 マンパワー

◎ ◯~△ △~☓



マンパワー



和歌山県立医科大学
遠隔集中治療事業 看護師・医師募
集!

2024年12月より、新たな遠隔集中治療事業がスタート!
和歌山県立医科大学 高度救命救急センターでは、遠隔集中治療支援 を担う 看護師・医師 を募集しています!
ICU・HCUの経験を活かし、最前線の医療を支える新しい働き方を一緒に実現しませんか?

募集概要
•雇用形態: 常勤・非常勤いずれも可
•募集人数: 3～5名
•経験要件: ICU認定看護師資格 不要、
ICU・HCU勤務経験があればOK!

（支援対象病院はICUを有さず、診療報酬の要件なし）
給与:大学規定、賞与、インセンティブ、夜勤手当あり

勤務条件
•日勤: 9:00～17:00（休憩1時間）
•夜勤: 17:00～翌9:00（休憩2時間）
•フレックス勤務も相談可能!

主な業務内容
朝夕の遠隔カンファレンスへの参加
支援病院からのコンサルテーション応需

•ナースで対応可能な場合は対応
•必要に応じて救命センターの医師にコンサルト

電子カルテを活用したHCU患者情報収集
HCUケアチェックリストの作成とフィードバック

•せん妄対策、人工呼吸器設定、感染対策、栄養管理



応募・お問い合わせ
詳細についてのお問い合わせ・ご応募は、以下までご連絡ください!

和歌山県立医科大学 高度救命救急センター 井上茂亮
caf55000@gmail.com
080-4335-0051

あなたの経験を 遠隔集中治療 という新しいフィールドで活かしませんか?
一緒に地域医療を支える仲間をお待ちしています!



すべての県民に最高の集中治療を提供する

95点

30点

70 点

遠隔集中治療
システム

和歌山県立医大 地域 和歌山県立医大 地域

60点
（標準レベル）

遠隔集中治療は地域の集中治療レベルを底上げ・標準化し、
地域医療格差を解消する

医療格差

地域医療で
課題解決



• 今後25年で本邦の人口構成は大きく変化し、地域医療は崩壊のリスクがある。

• 地域こそ、遠隔集中治療!
• この現状を打開するゲームチェンジャーになりうる可能性を秘めている。

• 遠隔集中治療は地場産業。
• 地域のニーズを探索し、サービス供給体制を整備する必要がある。

• 遠隔集中治療に関する教育システムを構築し、遠隔プロフェッショナルを育成す
る必要がある。

まとめ



ご清聴ありがとございました!


